
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年３月２４日               NO,６０１ 

 

   大原宿と大原神社 

 「くねがき原」とよばれていた、 

大原地区は、真田信之が慶長５年（ 

１６００）２月に宿割をおこない、 

栗生や日ヶ久保の山地に住んでいた 

人たちを集め大原宿を開きました。 

 他所より移った人には諸役を免じたり、新田を開いた人に

は３年間、年貢を取らないといった朱印状を出し、他の場所

から移った人に特典を与え、さらに市場を開き、伝馬継場な

ど物資の中継、交通の要所としての宿場を確立させました。 

 大原神社は、明治４０年（１９０７）に諏訪神社、愛宕神

社などを武尊神社に合併し、大原神社となりました。 

禹王の碑 

禹王は、約４０００年前の古代中国の夏王朝の皇帝で、長

年の努力によって黄河の洪水被害を克服し、治水の神として     

古くからあがめられてきました。 

中国にも禹王をたたえる碑があり 

ますが、日本にも全国に１６基の禹王

の碑があるといわれ、群馬県では片品

村と平川古滝庵にあります。 

平川古滝庵の碑は、大正８年（１９

１９）につくられたもので、禹王の業

績を称えることが書かれています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。「
森
友
学
園
」
に
国
有
地
が
破
格
の
安
値
で
払
い
下
げ
ら
れ
た
問
題
で
、「
私
や
妻
が
関

係
し
て
い
れ
ば
、
首
相
も
国
会
議
員
も
や
め
る
」
と
の
安
倍
首
相
の
答
弁
に
合
わ
せ
、
国
会
で
の
虚
偽
答

弁
や
公
文
書
の
隠
ぺ
い
・
改
ざ
ん
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
国
民
を
欺
く
重
大
問
題
で
す
。 

 

当
時
の
財
務
省
理
財
局
長
ら
が
、「
破
棄
し
た
」
と
虚
偽
答
弁
し
た
「
森
友
」
と
の
交
渉
記
録
な
ど
は
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の
後
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つ
か
り
、
「
名
誉
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長
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を
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め
て
い
た
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倍
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の
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が
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予
定
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を
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の
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を
前
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務
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に
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り
、
安
倍
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相
夫
人
付
き
の
政
府
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務
省
に
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い
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わ
せ
た
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と
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が
、
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例
の
土
地
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に
つ
な
が
っ
た
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が
浮
き
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に
な
り
ま
し
た
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値
引
き
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と
し
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し
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き
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新
た
な
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ミ
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と
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う
も
の
も
、
同
じ
写
真
を
使
い
ま
わ
し

た
こ
と
も
明
白
に
な
る
な
ど
、
格
安
で
の
払
い
下
げ
の
根
拠
は
総
崩
れ
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

自
民
・
公
明
党
が
昭
恵
氏
ら
の
国
会
喚
問
に
応
じ
な
い
た
め
、
解
明
が
つ
く
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
国
民
と
国
会
を
欺
い
た
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
は
国
会
の
責
任
で
す
。 

 ３月定例市議会の一般質問で大東議員は、新年度では市民のくらしを支

える施策をすすめるよう求めました。 

 市長は、「幼児教育の無償化の先行実施、地域子育て支援拠点事業の推進

などにより子育てに優しいまちづくり、市民が健康でいきいきと暮らせる

まちづくり、特殊詐欺等対策事業、消費生活センター、防災システム整備

などにより市民が安全・安心に暮らせるまちづくりをすすめたいと考えて

いる」と答えました。 

 大東議員は、子育て支援、高齢者福祉の充実など直接市民のくらしを支

援するよう、保育料の無料化の拡充などを求めました。 

 

 ３月定例市議会は１８日本会議を開き、予算審査特別委員会に付託され

た平成３１年度沼田市一般会計予算など９件の新年度予算と条例改正な

ど２２件の議案についての委員長報告、討論、採決がおこなわれました。 

 平成３１年度沼田市一般会計予算は、２４５億５，４０２万円で給食セ

ンター建設に約２０億円、（仮称）利南運動広場整備に約１２億円の予算

が計上されるなどひきつづき大型公共事業がすすめられます。 

その一方で保育料無料化の拡充や学校給食費の無料化、車がなくてもく

らせるよう乗り合いタクシーの運行など、他の市町村で実施されているよ

うな市民のくらしを直接支えるような施策はなく、日本共産党議員団は討

論で市民のくらしを支える施策の実施を求めました。 

 沼田民主商工会から提出されていた、「消費税増税中止

を求める意見書」の提出を求める請願は、１８日の本会

議で賛成少数で不採択となりました。 

 請願は２月２１日開かれた議会運営委員会で審議さ

れ、消費税増税は国の施策であり、幼児教育の無償化に

あてられるなど、やむをえないことから請願に賛成でき

ないという意見が多数となり、不採択となりました。 

 請願に賛成する討論を井之川議員がおこないました

が、不採択とする討論はおこなわれませんでした。 

 市役所が移転するテラス沼田の本体工事が完成し１４

日、報道機関などを対象にした内覧会が開かれました。 

 テラス沼田整備課の職員などが、７階建てのフロアを

案内し、施設の配

置などを説明しま

した。 

                  ３階～５階が市

役所となり、３階

～７階には開放感

のある吹き抜けと

なっています。 


